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Abstract 


The 0 of both Darrell-Wahba and Gillies- Govan were applied in parallel to 142 


strains, excepting strain No.92 of the 143 isolates used in the reports LIH. Throughout 
the present study, in the case of G-G method, pyocine typing was performed on Try 


ptosoy agar (Eiken) plates containing 5% defibrinated horse blood (Shiibashi). 
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In the first experiment, 1-3 day old slant cultures originated from a la colony of 
each test strain were typed by the two methods during 3 weeks between the second 
and the third experiment informed in the last report. Each fresh la colony of indicator 
strains was respectively used for typing the first group of the test strains and a set of 
slant cultures derived from a part of the same la colony was applied to the remaining 3 
groups of them, According to the G-G method (Tables l and 2), 120 out of 142 strains 
were typable into 13 types of original schema and remaining 22 were unclassifiable, - 
whereas only 26 were typable and 116 were unclassifiable by the D-W method (Tables 
3-6). The results obtained by the D-W method can be summerized as follows : 11 strains 
of Type Bl, 5 of Type B2, 1 of Type B3, 6 of Typs L, 3 of non-producer, and 20 strains 
of No.38 type in Table 3, 11 of No.104 type in 4, 9 of No. 27 type in 3, 8 of No.4 type 
in 4, 4 strains each of No.2, 101, 77 and 106 types in Table 4, 3 strains each of No. 66 
:74:49 (Tables 4 and 6), No. 80:94:90 (4,6), No. 84:139:35 (6) and No. 52:159:28 (6) 
types, 2 strains each of No. 123:53 (4,6), No. 42: 143 (4), No.78:147 (4, 9),No. 121:59 (4,6), 
No. 103:57 (5, 6), No. 108:18 (6) and No. 71:72 (6) types, and 1 strain each of other 
. 26 patterns. Reproducibility of typing results former, present and further experiments 
performed by the two methods will be compared with one another and discussed in the 
near future. | ーー m | | | 

secondly, fresh la and sm colonies of 54 test strains which could be selected from all 
of 142 isolates by applying the simple isolation technique on nutrient agar plate were 
subjected to type by the two methods in parallel, using a la colony of each indicator 
isolated just before the use, for the period between the third and the fourth experiment 
informed in the last report. As shown in Tables 7-10, differences of the inhibition patterns 
between la and sm colonies of the test strains were observed in 19 out of 54 strains by 
the G-G method (Table 8) and 25 strains by D-W method (Table 10). It can be said 
that different patterns of inhibition were also observable on la and sm colonies of isolates, 
in addition to the same observation obtained by using indicators and type strains 
as producers in the third experiment stated in the last report. To compare the results 
obtained above by the two methods using indicators of the same number, strains W9-W12 
for the D-W method were omitted for trial from Table 10 like"Mayo types" of 
Zabransky and Day. Even so, la and sm colonies of 22 strains excluding No.4, 99 and 56 
from 25 strains in Table 10 still show different inhibitions to some of indicators. Next 
the comparable part of the results standing in the same colonial relationship of producer 
and indicator to this experiment were selected from Tables 7-10 of the last report and 
added to the number of the strains mentioned above. Finally, differences of the inhibition 
patterns between la and sm colonies are seen in 22 out of 65 strains by the G-G method and 
21 by modified D-W method. These observations indicate that colonial types of producers 
may be more effective in pyocine typing by the D-W method than that by the G-G method. 
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— M 438 (1972) で は ウマ 息 
ie ds tutes FA に よる Gillies- Govan 法 ピ オシ ン 型 別 
(1966) と Darrell-Wahba 法 ピ オシ ン 型 別 (1964) 


t. 個々 の 菌株 に つい て は 同一 日 に 億 行 し て 実施 する C 


方 針 の も と で 得 ら れ た 成績 の うち , MERWE, 


Gillies-Govan 法 型 標準 菌 2 株 の 計 22 株 を , 産生 株 - 
と し て も 利用 する と と に よっ て 得 ら れ た 基礎 的 検討 の 


結果 を 報告 し た . | 

本 報 で は , 前 報 の 実験 期間 内 に 8 A (1972) まで に 
使用 し て きた 分 離 株 を 対象 に , まず 両 型 別 法 を 全 株 に 
UY COTM L 7c, SS IT—EBORRITOWT 
は 塩野 谷 , 本 間 (1968) Ola 型 お よび sm 型 集落 を 


IX 


供 試 菌 株 : 1 一 3 報 で 供 試し た 分 離 株 の うち 。 そ の 
後 事故 に より 死滅 し た No.92 を 除く 142 株 を 被験 菌 と し 
て 使用 し た . 両 型 別 法 に 対す る 指示 菌 は 既報 と 同様 で 
ds. te | = n 

Gillies-Govan の ピオ シン 型 別 法 : ] 報 に 詳 述 し 
た 方 法 で 行ない , た だ 培地 へ の 添加 血液 と し て ウマ 脱 


Z R 
a: EO BEAL 
こと が 確認 され れ ば , ZOS SOMMEL Hs 


RRB RR, 一 夜 培 養 後 は デム 栓 を し て 室温 に 保存 , 
その 後 3 日 以内 斜面 塔 養 か ら 直 接 ブ イ ヨ ン 培 養 を 行 


な っ て , Gillies-Govan & Darrell-Wahba Ome 
オシ ン 型 別 法 (GE, WE) を 同一 日 に 併行 し で 実施 ・ 
する 方 針 で 本 実験 を 行なっ た . 4 報 の 第 1 , 2 実験 を ・ 


終了 する の に 先立っ て 集落 の 選択 を 開始 し 。 その 第 3 


実験 まで の 約 3 週間 に 供 試 菌株 を 4 群 に わけ て 弄 別 し - 
た と の 際 使 用 し た 指示 菌 は , 第 1 群 の 型 別 に 当っ て 


は 使用 当日 la 型 集落 単 個 を 選ん で その 用 供し 。 第 
2 群 以降 の 型 別に は , 同時 に その 集落 の 一 部 より 導通 
寒天 斜面 培養 。 翌日 ゴム 栓 を し て 室温 に 保存 し た も 
の か ら , 必要 に 応じ て 直接 ブイ ョ ン に 4 時 間 培 養 し て 
用 いた . 


普通 寒天 平板 に 分 ー 
REL, 翌日 塩野 谷 ・ 本 間 の la 型 集落 単 個 を 選び , と 
hn その 翌日 次 定 し た la 型 で ある 
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用 いて , 同じ く 両 法 俳 試 の も と で それ ぞ れ の 産生 ピオ 


シン の 各 法 指示 菌 に 対す る 作用 域 を 比較 し た 結果 を 記 


ORL, OR 
- 考察 を 加え る . | 


- 今回 の 供 試 菌株 に つい て は さら に 数 カ月 f 後 両 弄 別 法 
と 本 間 ら (970) の 血清 型 別 を ,。 その 際 分 離 選 定 し た 
1 個 の la 型 集落 を 用 いて 実施 し て いる が 。 その 成績 


は 別 報 と し , 個々 の 菌株 に お ける 成績 再現 性 は その 際 


に 考察 を 行なう 予定 で ある . な お 本 論文 の 内 容 は その 
一 部 を 第 4 回 日 本 細 学会 総会 アン ポジ ウム に お いて _ 


発表 し た . 


EO» d 


セン イ 血 液 ( 椎 橋 ) の み を 用 いた の は 4 報 と 同じ で あ 


る . 

Darrell-Wahba の ピオ シン 型 別 法 : 前 報 と 同様 に 
使用 シャ ー レ を Gillies-Govan 法 と 統一 し た ほか 
lk, 5 報じ 記載 し た 方 法 で 実施 し た . 


| な 法 で は 供 試 142 株 の う ち 120 株 が その 型 別表 に 示さ 
れ た いずれ か の 型 に 該当 し , その 型 別 結果 は 表 1 (CR 
し た よう た, 1 型 和 1 株 , 10 弄 26 株, 3 型 20 株 , 非 産生 


8 株 , SMITE, 6 型 6 株 , 22 型 と 29 型 それ ぞ れ 5 株 


11 型 2 株 , 235, 47, 938, BHR 1 株 で あっ た , 
残る 22 株 は 表 2 の よう に GG 法 の 型 別表 1 ne 


- 15 種 の 指示 菌 発育 阻止 ざ タ ー ン を 示し , 型 別 不能 


て 整理 され る べき も の で あっ た ・ Wi 
ee odisse 
126 対 7 , ウ シ 血 液 に よる 143:10 ま た は 126: 9 に 比較 


Jaane 


型 を 含む 101 株 を 型 別 可 能 と 考え ,、 再現 性 は ある が 型 
別表 に み ら れ な い パ ター ン を 示し た 3 株 と 再現 性 の な 
か っ た 19 株 と が と れ K 該当 する と みな す と , 11:20 
で あっ て 今回 の 割合 が 特に 高い と は いえ な い . 今回 の 
成績 は 方 法 の 項 に 記し た よう に , ウマ 脱 セ ン イ 血液 加 
培地 で 全 株 を 型 別 し た 第 1 回 成績 で ある の で , 個々 の 
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Table 1. Pyocine types obtained by Gillies- 


Govan method of the first experiment 


Types Strains 
$ 10 11 30 31 
34 38 39 42 43 
44 45 48 51 54 
55 — 6l 70 86 88 
1 80 95 9% 99 100 
104 ^ dor 112 14 5 
126 。 127 132 133 138 
147 149 154 155 137 
| 158 
2 69 | 
6 7. 16 23 24 
32 36 46 71 77 
> 80 90 93 109 121 
129 137 140 145 150 
4 37 
122 15 26 64 83 
: 91 153 | 
; 72 79 94 105 106 
134 
9 52 
E 4 5 29 
33 35 40 41 . 53 
10 58 59 63 65 76 
78 84 37 102 123 
128 130 135 136 139 
146 
11 22 111 
22 18. 19 108 
23 50 | 
29 103 — i4 — 159 
xS 12 20 28 "10 — 122 
124 148 


Hicov 13 2 報 の 成績 と 比較 する と と は 保留 し 
緒言 で ふれ た よう に 。 別 報 に 示す 予定 の 同一 培地 使用 


(て よる 成績 と の 間 で 比較 を 行なっ た 後に 改め て 検討 を 
加え る と と と する . | IE | 
W 法 に よっ て 得 ら れ た 成績 は , 同 法 型 別表 (古川, 
1970 の 表 1) に 示さ れ た 指示 変 発育 阻止 マタ ー ン を と 
っ た 株 が 極め て 少な い の で , 弄 と し て の 取り まとめ は 
余り 意味 が な いと と と , いずれ ? 報 の 成績 を も 含め 各 
株 に つい て の 成績 再現 性 を 検討 する 予定 で も る と と を 


Table ?. Unclassifiable patterns observed 
by Gillies-Govan method of the first ex- 


periment 

Strains Patterns 
9 キー キキ キオ ーー キキ 
14 キー エキ エーーーー 一 

17 49 62 

66 101 152 NR ey 
21 も 
27 キー キキ ーー 
56 e ce Gi eee 
57 Ses Gees ensis 
74 ー キ キー キキ キー 
75 ーー エーーー オキ 
85 . ae ae SS ee a 
97 ^ E51 ー キ キー キオ ーーー 
| 98 es Sede de genes 
113 a Sele tele es veio age es 
143 144. +++- 
156 E ee ee ee E 


Table 3. Patterns observed by parrell-Wahba. 
method of the first experiment using the 


strains shown in Table 1 of the third report 


Strains Patterns (Types) 
245 — oa aoa ie ae a a 
38 +++- +e ot 
43 キナ トー+ ナ トナ トーー ト ーー(B2) 
44 +++—-++4+-—-4+-4(B1) 
48 キキ エー キー キ キー 一 
61 キキ エキ ー キ キキ ー キ エー 
RES 
100 
102 キキ キー キキ ー オ オー 
112 トト トキ トー ナナ ナー トナ ーー 
192.7, AE) 


156 157 +4+4+—-++4+—-4+4+-+ 


考慮 し た 結果 , 3 報 の 表 1 , 38. 4, 5, 7, 8, #10, 
12, 表 15 で 示し た 菌株 順に 配列 し , 表 3 一 6 と する と 
と に し た . 以下 に は と の 成績 を 指示 菌 発育 阻止 パタ ー 
ン に より 整理 し て みる と と に する . 型 別表 の 型 A 
致す る の は 26 株 で あり , KART RAR Cs OK 
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Table 4. Patterns observed by Darrell-Wahba 
method of the first experiment using the strains 
shown in Tables 3,4,5,7,8 of the third report 


Strains Patterns 
z 3 キキ ーー キキ エー キキ ーー 
4 5 Al キキ ーー キキ サー キ エキ オー サ 
58 キキ ーー サキ キー キ エーー 
65 キキ ーー キキ キー キオ エー+ 
123 キキ ーー キキ エキ キキ キー 
135 キキ キー キキ キー キオ キー 十 
136 - キ キーー キ キキ ーー キキ ー+ 
_ 42 es tes 
02 TcBEETXA ttt te 
78 a a i es a e a 
101 - キ エ キキ キキ キキ ー キ キー 
143 キー キキ キキ キー キサ ーー 
144 二 エ ーー サキ キキ ー キ キー 一 
66 74 du ses es apud oue ds boe 
146 エキ ーー サキ キー キキ 
Vp 2 キキ エーー キ キキ 二 二 キ ー 
77 eS eee ae eee 
80 %4 E E ES ee dig ae ene ene ae eee 
. 104 deu uus dc peut 
. 106 107 deu abr dod do cc dioere 
|. 109 キー キー キー キー キキ エー 一 
i. — PS ae ae eS 
129 140 ee 
145 二 一 キキ エキ キー エー キキ 一 
: l と ーー オト サー ニー 
16 24 | | 
32 キー キキ エー キー キキ ーー 
99 キキ キー キキ キー エキ キー 


番号 を 表示 の 順に 列記 する と 。 B1 型 11 株 : No. 44,70, 
86, 100, 132, 98, 96, 45, 188, 149, 127, B2 型 5 
O 株 ・No. 43, 97, 151, 55, 89, B3 弄 1k : No. 130, 


LA! 6 KK: No. 122, 83, 91, 50, 153, 141, 非 産生 5 


株 ・No. 110,142, 28 と な る . 残る 116 株 で は , BIO 
. No. 27 と 同じ パタ ー ン を 示す も の が 計 9 株 No. 48, 
112, 9,517,126, 54,134, 88, 同 表 No. 38 の 型 20 株 ・ 
No. 61, 102, 156, 157, 135, 99, 30, 31, 34, 51, 
37, 11, 8, 10, 40, 39, 158, 63, 155, #4 No. 2 
DH 4 ER: No. 3 ,58,144, 同 No. 4 の 型 8 株 :No. 5, 
41, 65, 156, 33,87, 56; 同 No. 101028 4 株 :. No. 


154, 29, 114, 同 No. 770078 4 株 : No. 32,93, 46, 同 


Table 5. Patterns observed by Darrell-Wahba 
method of the first experiment using the strains 
shown in Tables 10, 12 of the third report 


Strains Patterns (Types). 
9 。 17 。 キキ キー キキ キー エエ ーー 
30 31 キキ キー キキ キー キキ エー 
33 上 二 ーー キ キキ ー エ キー キ 
44 SL EEO Ht Ht ttt 
98 エキ キー キキ キーー キ ー 二 CB1) 
126 エキ キー キキ キー キキ ーー 
(d +t+—-+t4++4+—-4++-+ 
154 キキ キキ キキ キー オキ キー 十 
96 キ 二 キー エキ キキ ーー キー 十 CB1) 
_ 97 キキ キー キキ エキ ーー キサ ーー(B2) 
76 。 エエ キキ キキ キー ニー キオ 十 . 
_87 キキ ーー サキ 一 キキ ー+ 
133 エキ ーー キキ キーー キ ーー 
15. LL 
iio 0 ーーーーーーーー ニ ーー 一 QT) 
122 ーーーーー キ ーーー キ ーー(L) 
151- キキ キー キキ キーー エ ーーGB2) o 
103 ーーーー ニ ーーーーーー キ ー 
21 ーーーーーー キ ーーー サ 二 
22 キト ーーー ト ーーーーー+ キ キト 
69 ー キ ーー トト ナーーーーー 
75 トー トー キーーーーーー 
142 Soen i NL 
a eee €— 


No. 104 の 型 11 株 : No. 109,129,140, 6, 7, 16, 24, 
150, 28, 187, 同 No. 106028 4 Fe : No. 107, 79, 105 
と 8 種 が 4 株 以上 の 示す パタ ー ン で , 3 株 ずつ の も の 
と し て No. 66,74, 49, (X4, 6), No. 80,94, 90 
( 表 4, 6),No.84, 189, 35 ( 表 6),No. 52, 159, 

26 ( 表 6 ) OAR, 2 株 が 属す る の は No. 123,53 GE © 
4, 6),No. 42, 143 ( 表 4),No. 78, 147 G45 
5),No. 121, 59 (#4, 6),No. 103, 57 (5, 
6 ),No. 108, 18 ( 表 6),No. 71, 72 GR 6) O18 
と な っ て , さら 人 残る 26 株 は それ ぞ れ が 異な る パタ ー 


ー ン を 示し て いる . 結局 型 別表 に 含ま れる 5 種 の 型 の ほ 


か に 。 検 数 株 が 示す 19 種 と 各 1 株 の 示す 26 種 , 計 50 種 
の 指示 発 育 阻止 ペタ ー ン が み ら れ る . と の W 法 の 成 | 
績 は 使用 培地 の 変更 も な い の で 3 報 と の 間 で 再現 性 の 
検討 を 行ない 得る が , せ 法 に 合わ せ て 別 報 で 検討 を 加 | 
える と と する. | 
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Table f. Patterns observed by Darrell-Wahba method of the first e :periment using 
the strains shown in Table 13 of the third report 
Str. Patterns, Types Str. Patterns, Types Str. Patterns, Types 
84 +4+4+4+4+44+-+4+4+4+ 13 キー キーー キ ーーー エ ーー 85 一 キー キーーーーー 一 
29 二 キ キキ キキ キー キキ ーー SELTER E e E? 0 eee E ss 
139 +++4+++4+—-4+4+++4+ 45 +++—-++4+—--4+-4,Bl 113 ナーーーーー +— =- 
20 ーー キーーー ナ ーーーーー (95 キキ エー キ キーー キ キー 一 137 キー キー キー キー キキ ーー 
(OG tees ees ees ER 155 ++4+—-4+44-44-—4+ 
37 +4+4+—-+4+4+-4+4+-4+ 49 ++-—+++—-44+4+- 14 エキ エー キーーーーーーー 一 
53 ++—-—-4+4+4+4+4+4+-4+ 68 キー キキ キー キキ ーー 125 キキ エー キキ ーー エーーー 
70 オキ キキ キー キキ ーー $4 キキ キー キキ オー エキ ーー 128 cdd EE HG H 
11 キキ エー キキ キー キキ ー 二 。 0184 +4+4+—-4+4+4+-44+--— 159 ーーーーーーーーー キーー 
19 キー エエ キー キキ キキ ーー 138 キキ キー キキ キーー キ ー 寺 ,B1 57 ーーーーーーーーーー es 7 
59 +—+4++++4+4++-- 56 キキ ーー キキ キー エキ キー 64 キーー エ ーーーー 一 diesem 
ponens oe 114 ++4+4+4+4+4+-4+4+-4 83 一 ーー 一 キーーー エ ーー し 
pee eee? Ao ed dB 0 あこ エーーー キ ーー 
aa EI ーーーー 一 キー キキ ーー 124 一 キ ーーー キ ーーーーー 一 
150 キー キー キー キー キキ ーー 18 キー キー キー エ 二 キーー 26 ——————-—-—-— キーー 
8 エエ キー キ キキ ー キ キー 二 ・ 36 キー キー キキ キー キキ ーー 28 ーーーーーーーーーーーー QNT 
10 +#++—-4+4++-++-+ S5 aea RI SR e 
23" キ ギー キー キー キー エキ ーー 88 エエ キー エエ キー キキ ーー 153 一 ーーーー pensis d 
(46 エー エキ エキ ー キ ー キ キーー 80: EE PE に ラル デラ Be dd ラジ ショ ョ Si 
40 キキ キー キキ 一 キ 一 十 105 +++++++-4+4+-— | | 
JA +4++-+-4+-4+4+-- 127 +++—-+4++——-+-+,B1 
EE eres 35 f+ tttt MT 
52 ————-—-—--- キーー 
Table 7. Pyocine types of the strains showing 第 2 実験 : 前 実験 の 終了 直後 に 実施 され た 4 報 第 $ 


実験 の 結果 と し て 。, ANAO RERNE L 


no differences between colonial types by Gillies- 


Govan method of the second experiment 


て 被験 菌 側 の それ 以上 に 影 郷 する と と が 判明 し た . 


Types . Strains 
2 9 Br 33 40 
1 56° 58 62 97 98 
| 99 100 102 106 156. 
3 36 | 
6 72 94 
- 3 29 49 66 74 
123 128 136 152 
11 113 
16. 75 
22 18. | 
.29 i: ls 52 — 183 
12 | 


REO E boe 
の を 産生 菌 に も 利用 する と と に よっ て 実施 きれ て いる 
DC, 分 離 株 に お いて その 集落 型 の 差 が どの 程度 ピオ 
シン 型 別 成績 に 影響 する か を 検討 する 目的 で 本 実験 を 
行なっ た . すなわち 供 試 菌 を 普通 寒天 平板 分 護 し 。 
明らか に la He sm 型 集落 が 認め られ た 場合 , それ 
ぞ れ の 単 個 集落 より ブイ ョ ン 培 養 し て 被験 株 と し 。 E 
示 菌 に つい て は 毎回 それ を 必要 と する 前 日 普通 寒天 
平板 分 離し , 当日 la 型 集落 単価 を と っ て プイ ョ ン 

Ic 4 時 間 培 養 し た も の を 使用 する と と と し 。 両 法 ピ オ 
シン 型 別 を 個々 の 菌株 に つい て は 同一 日 に 併行 し て 実 


施し た . 供 試 菌 142 株 の うち 1 回 の 平板 分 離 で 明らか 
に 集落 型 の 解離 が み ら れ た の は 54 株 で あっ た の で , AE 
べ 108 株 の 型 別 を 行なっ た . 


G 法 の 成績 で , 両 集落 型 そ れ ぞ れ の 産生 ピオ シン を 指 
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Table 8. Results of the strains showing diffe- 
rences between colonial types by Gillies-Govan 


` method of the second experiment 


Str. Patterns as ur 
4 Sasa “es s 
14 > +++1+s41 1 : 22 
19 E ay pectus. 33 : 22 
20 +++—+s+— 3:22 
21 ed ー キ ーー 十 十 一 ne: uc 
22 1 ++——5 +— ll : uc 
m +++++st++ 1: 10 
50 1 オーー キー1 一 | 35 : 29 
53 t+++++st+ 0 1:10 
59 qebepspee D s 0.2033 
63 ae MM LE 
65 +++4++4+st++4+ 1: 10 
87 11111141 10: 31 

103 eee oe uc: uc 
ee ee ii 6 
105 ++1l4+4+-14+ 1:12 
127 +++++-+s 6: 1 
143 +4+4+4+4+-+1 1: 6 
150 。 +4+4+84+-+- 3: 6 


land s in "Patterns" indicate that inhibition | 


was Observed by la and sm types. 


示 菌 発育 阻止 マタ ー ン の 差 が み ら れ な か っ た の は 被験 
54 株 の うち 35 株 で あっ て 。 その 判定 結果 は 表 T に 示し 
た よう に , 1 型 15 株 。10 型 9 株, 29 型 4 株 。 6 型 2 株 。 
3 型 。11 型 。 16 型 。22 型 , 81 型 それ ぞ れ 1 株 で あっ た . 
残る 19 株 で は 表 8 の よう に 集落 弄 た よっ て 産生 ピ ォ シ 
ン の 作用 域 が 異な っ て いた . その 差異 点 は 19 株 の うち 
13 株 まで は 指示 菌 の いずれ か 1 株 倫 対 する 阻止 の 有無 
CHO, 他 は No: 4, 22, 50, 105 で 2 指示 菌 。No. 14 
で 3 指示 菌 に 対し て で あり , 残る No. 87 で は la WE 
全 指 示 菌 を 阻止 し た の に 対し て sm 型 で は 1 指示 菌 と 
極端 な 差 が み ら れ た . と の 1 株 を 除け ば la 型 菌 側 の 
み に 阻 止 が あっ た の が 13, sm 型 菌 側 の み が 11 で , 集 
落 型 と 指示 菌 発育 阻止 範囲 の 間 に 特 に 関係 は 見 出さ れ 
な い . また 型 別表 人 に 含ま れ て いな い パ ター ン を 集計 し 
て みる と , la WH, sm 型 落と も に 5 株 と 同数 で あ 
24 | es. PEN 
W 法 に よっ て 得 ら れ た 成績 の うち 。 両 集落 型 間 に 差 
が 認め られ な か っ た 29 株 に つい て , HS 一 6 の 菌株 順 
に 指示 菌 発育 阻止 パ マタ ー ン を 示し た の が 表 9 で ある . 


Table 9. Patterns obtained by the strains show- 


ing no differences between colonial types in 


Darrell-Wahba method of the second experi- 


ment 

Strains Patterns (Types) 

102 156 -+4+4+-+4+4+—-++-+ 
2 3 

4 58 キト ーー トト ナー トナ トー 十 

65 136 

62 bp tet +t H 
101 + トト キト ナー トナ トー 

66 74 | | 
182 pp oH t+4+—-4+4+4+- 
94 キー キー キキ キー キキ ーー 
106 キー キキ キー キキ ーー 
17 — 2 dB. G.M .—E 
15- OE E ee eee 

21 22 , Ps 
1900 キー トト キト トト 寺 ーー 
40 ーー キキ エー キキ キー キー 
49 。 o キキ ーー キキ キー エ 二 二 二 
63. キキ ーー エエ 二 二 キキ キー 
“18 エー エー キキ ーー 
105 es ee Se oe eee oe eee 
127 +++ +t tHL) 
113 ee M Mi iMi iii 
128 + キー トナー トト 二 
153 。 一 ーーーー キーーー キ ーー (L) 


The arrangement of strains is the same as that 
in Tables-3-6. 


No. 12723 B 1 Z8, No. 153 が 工 型 と 型 別 さ れ た の み で , | 
No. 102,156, 17, 40, No. 2, 8, 41, 58, 65, 185, 

No. 101,No. 66, 74, 152, No. 106, No. 19, No. 63, 

No. 105 は 前 実験 で 複数 株 が 示し た パタ ー ン (それ ぞ 
れ 前 実験 の No- 38, 4, 101,66,80,121*59, 123*53, 106 の 
型 ) を と り , 残 る 9 株 の うち No. 62, 94, 15 , 49, 113 は 前 
回 1 株 ずつ が 示し た 26 種 の う ち そ れ ぞ れ No. 128, 36, 
13,146, 111 と 同じ パタ ー ン で , 今回 は 同一 の 発育 阻 下 
域 を 示し た No. 21 と 22, お よび No. 18, No. 128 は 前 回 
に は み ら れ な か っ た パタ ー ン を 示し て いた ・. 一 方 集落 
型 て よっ て その 産生 ピオ シン の 作用 域 が 異な っ た 25 株 | 
の 成績 は 上 記 と 同じ 配列 規準 で 表 10 に 示し た . TOM 
績 を 各 和 株 に つい て 集落 型 間 < 差 が あっ た 指示 菌 の 数 と 
し て みる と , 1 指示 菌 が 10 株 : No. 123, 104, 99, 9, 


RRO Cay vy RAITT SE 53 


103, 29, 53, 150, 72, 36, 2 指示 菌 7 株 :No. 4, 
143, 33, 98, 97, 56, 50, 3 指示 菌 5 HR: No. 20, 59 
13, 12,52, 5 指示 菌 1 株 : No. 87, 6 指示 菌 2 2 株 : No. 
75, 14 と な る . また 差異 点 と し て la 型 側 の み で 指示 


5 


KERLEO の は , 3 報 ま で に も 使用 し て きた 分 離 
Bj 142 株 に 対す る Gillies-Govan 法 と Darrell- 


Wahba 法 両 ば オ シン 型 別 の 併行 了 実 施 に よる 初回 の 成 「 


績 と , その うち 54 株 を 対象 に だ それぞれ の 1a 型 と sm 
WRC E o TESNI EA v OKT 
対す る 作用 域 を , 両 型 別 法 を 同時 に 行なっ て 比較 し 
た 結果 と で ある . 既 述 の よう 指示 菌 関 し て は , 第 


1 実験 が 4 報 第 3 実験 に 先立つ て 行なわ れ た た め 。 そ 
の 第 1 群 の 型 別に は 新鮮 な 1a 型 集落 を , $82 — ATH 


こ は そ の 集落 の 一 部 を 斜面 た 保存 し た も の を , いずれ 
も ブイ ヨン 人 境 養 し て 用 いた の 対し て , 第 2 実験 に 際 
し て は 当日 確認 し た 新鮮 la 型 集落 か ら ブ イ ョ ン 培 状 
し て 用 いる と の 方 針 を 適用 し た の で , 両 型 別 法 と も 
完全 な 意味 で は 同一 条件 下 に あっ た と は いえ な い . 
また 今回 の 供 試 菌株 に つい て は , 数 ヵ月 後に 上 記 最 終 
方 針 の も と で 再度 の 型 別 が 実施 され て いる . そ と で 再 
現 性 の 検討 は その 成績 の 提示 後に 行なう こと と と し , 以 
下 に は 集落 型 に よる 産生 ピオ シン の 差 に つい て 考察 を 
加え る . 

供 試 142 株 の うち 単なる 普通 寒天 平板 分 離 法 で sm 型 


- 集落 が 解離 し た の は 54 株 で あっ た . 表 7 一 10 に よる と , 


と の 54 株 の うち G 法 で 35 株 , W 法 で 29 株 は 集落 型 間 で 
産生 ピオ シン の 作用 域 に は 差 が み ら れ ず , 両 型 別 法 い 
ずれ で を 差異 を 示さ な か っ た の が 21 株 ( 表 9 の 順に No. 
102, 156, 2, 3, 58, 136, €2, 101, 66,74, 152, 94, 
106, 17, 15, 40, 49, 18, 113, 128, 153), 両 法 を 通 
じ て 差 が あっ た も の 11 株 ( 表 10 の 順に No. 4, 143, 
104, 87, 103, 20, 53, 59, 150, 14, 50), GOA 
で 差 を 示し た の が 8 株 (R8 の No. 19, 21, 22, 41, 
63, 65, 105, 127), ŠW に 限り 差 が あっ た も の 
が 14 株 ( 表 10 の No. 123, 99, 9, 33, 98, 97, 75, 29, 


72, 18, 56, 12, 36, 52) と な る . 一 方 4 報 表 7 一 10 


て 示し た 成績 の うち , 産生 菌 側 の la 型 , sm 型 集落 に 


よっ て 産生 され た ピオ シン の la BR ey EX 


する 阻止 城 を みる と 。 その 供 試 11 株 の うち G 法 で 差 が 
な か っ た の は G1, G4, G7, Ty. 1, W1, W9, W10, 
W12 の 8 株 で あり , W 法 で は その うち G7, W10 EH 


菌 発育 阻止 の あっ た の が 19, sm 側 の み が 27 で あっ 
T, た と え sm 型 側 の み で 6 指示 菌 に 差 の あっ た 2 株 
を 除い て も 25 と な り , sm WAZ k SAU ERO 
向 が うか が われ た . 


zx 


く 6 株 , W 法 に 限り 差 が あっ た の が と の 23k E23 5 C, 
両 法 を 通じ て 差 を 示し て いる の が 未 記述 の G2, G3, 
Ty.16 で ある . と れ ら の 成績 を 線 合 する と , 供 試 65 株 
の うち G 法 で 43 株 , W 法 で 35 株 に は 差 が な く , 両 法 で 
Table 10. . Patterns obtained by the strains 
Showing differences between colonial types iu 


Darrell-Wahba method of the second experiment 


Str. | Patterns (Types) 

4 SS 

123 Pols Ssh a ee ae a 
1439... paps Spee ess Ss 

104 ーー キーラ s+ トー キナ ーー 

99 EE 

9 0 

33 ++1—-4+4++—-++s+ 

98 ++ts+++—-s+-—4(1: Bl) 
97 ze es ie ee ee eee E 

87 +11—-+++4+14+1-1 

103 - ++++—s —-—-—-++-— 

75 -. 6S 66 ences NES 
29 t+tt+14++++4++-—-4(1: Az) 
20 +l++4+++s++-s 

53 キキ ーs エ キキ キー 

SUO dish desc d depen 

150 depressa SE 

23. '" te ere Oe ed ee ogee 

13 do Bois eo oe a ee 

56 +-t+t+—-+++-++1's 

12 + l-l ++--++ l- 
^ 36 +—-+—-++1-4++-- 

52 —-—-——-+S +5 $4+—-— 

14 s—sss+8s++—— 


50 ー1 一 一 キーー1 ユ エキ ーー 


l and s are the same as that in Table 8. 
The arrangement of strains is the same as 
that in Tables 3-6. 
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差 な し が 27 株 。 共 区 差 あり 14 株 。 G 法 の み で 差 あ り 8 
株 , W 法 に の み 16 株 と な っ て , W 法 で は G 法 に お ける 
より も 高 頻 度 人 集落 型 に よる 産生 ピオ シン 間 に 作 用 域 
の 差 が み ら れ て いる . 

以上 で は W 法 の 指示 菌 数 が ビ 法 に 比 し て 多い と と を 
考慮 し て いな い の で , 5 報 で も 利用 し た Zabransky 
and Day (1969) の 判定 法 に 準じ て , W 法 の 指示 菌 の 
うち Wi 一 W8 ま で の 成績 で 整理 を 行なっ て みる . と 
れ に よる と 本 報 の 表 10 の うち No.4, 99, 56 の 3 株 が 集 
落 型 間 に 差 が な か っ た も の と し て 追加 され る の み で 。, 
結局 差異 を 認め な か っ た の は GG 法 で 43 株 , W 法 で 38 株 , 
いずれ か の 型 別 法 の み で 差 を 示し た の が G 法 8 株 , W 
法 13 株 と な っ て , や は り W 法 で の 高 率 を 支持 し て いる . 
一 方 G 法 で 差 が み ら れ た 19 株 で は , 表 8 の よう に そ 
の 差異 点 が 31 カ 所 で ある の に 対し て , W 法 で は 表 10 の 
_25 株 で 56 カ 所, 
、 所 で ある . さら 前項 で も 利用 し た 4 報 の 成績 を みる 
_ と, GE (X8) で G2 の 2 カ所 , G3 の 5 カ所,。 Ty. 
16 の 1 カ所 , We: ( 表 10) で G2, G3, G7, Ty. 16 
の 各 2 ヵ所, W10 の 1 カ所 , とれ を 指示 菌 8 株 と し て 
みる と G7 の み が 1 ヵ所 減少 と な り , と れ を 集計 する 
と G 法 は 3 株 6 カ所, W 法 で 5 株 9 カ所 また は 8 カ所 と 
な る . 結局 両 成績 を 通じ て みる と , な 法 が 22 株 79 カ所 
に 対し て W 法 で は 50 株 65 カ 所 また は 47 カ 所 と な っ て , 
前 項 と 同じ く G 法 より も W 法 より 多く 型 別 成績 に 対 
TOREO LEDS DAV}. 

OEC C OU CH RRC 3 D RE N 


結 


1) 供 試 142 株 の 第 1 回 両 型 別 法 併 試 に よる 結果 と 
し て は , C 法 で は 29 種 の 指示 菌 発育 阻止 マタ ー ン が み 
られ 120 株 が 型 別表 に ある 15 の 型 と 合致 し た の 対し 
T, W 法 で は 50 種 の パタ ー ン を 示し 26 株 が 原 表 の 5 種 
と 判定 され た に すぎ な か っ た . 


2) 同じ 142 株 の うち 1 回 の 平板 分 離 で 1a 型 混 じ 


て sm 型 集落 を 解離 し た の は 54 株 で あっ た . 


3) . と の 54 株 の うち 33 株 で は それ ぞ れ の la 型 と sm. | 


型 集 落 に よっ て 産生 きれ た ピオ シン の 間 た に 指示 菌 発育 


BRAW] ーW 8 の 範囲 で みて も 539 が - | 


た ピオ シン の 作用 城 を その 広 さ の 面 か ら 整 理 す る と , 
G 法 で は 4 報 表 8 の G2, G3, Ty.16 xjla 型 指示 菌 の 
場合 いずれ も sm Meee AY YDS la 型 に 比 し て 広 
域 で ある が , 本 報 表 8 の 19 株 で は La 型 の 広 域 が 10 株 
(No. 14, 19, 21, 50, 59, 63, 87, 104, 105, 
143), No.22 は 阻止 マタ ー ン は 異な る が 阻止 され た 指 
REN AX IBEX, 従っ て sm 型 で の 広域 が 残る 8 株 
(No.4, 20, 41, 53, 65, 103, 127, 150) と な っ て , 
と の 程度 の 差 で は 集落 型 と 作用 域 の 間 に 一 定 の 傾向 が 
ある と は いえ な い . 一 方 W 法 で は 4 報 表 10 の G2, G3, 
G7, Ty.16, W10 と la 型 指示 菌 の 成績 を みる と , 
G2, G7,W10 で は sm 型 の 広域 。Ty.16 は 同数 , G3 
の み が la 型 で の 広域 で あり , 本 報 表 10 の 25 株 で は 
1a 型 側 で の 広域 が 7 株 (No. 9, 87, 29, 72, 12, 36, 
50), 同数 3 株 (No.33, 97, 56), sm 型 で の 広域 15 
株 (No. 4,125, 115, 104, 99, 98, 108, 75, 20, 53, 
59, 150, 15, 52,14) と な る . W 法 全体 と し て みる と - 
30 株 が sm 型 で の 広域 18 株 , 同数 4 株 , la 型 の 広域 8 
株 と な り ,sm 型 で の 広域 頒 向 が うか が われ る . TNE 
示 菌 W1 一 W8 の 部 分 の み と し て みる と ,RNo. 4, 99, 
56 は 集落 型 に よる 差異 な し で 対象 外 と な り ,No. 33, 
97 が 同数 より 1a 型 で の 広域 ,No. 20 が sm 型 の 広域 よ 
り 同数 へ と 変る の み で , 前 報 で の 対象 株 を 含む 27 株 は 
sm 型 で の 広域 15 株 , 同数 2 株 , 1a 型 の 広域 10 株 と な 
っ て , W 法 に お いて は sm 型 貢 の 産生 する ピオ シン の 
作用 域 が lazio 場合 に 比 し て 広い 場合 が 多い 傾向 

に ある と いえ る . | 


p 


sf 


曲目 パタ ー シ の 差 が み ら れ ・ MORUCIRA CAE 


ARCS SOMMER ANCE EES. 


4) SO 5 BRINE UTHERLEORI 
株 ,G 法 の み で 8 株 , W 法 の み が 14 株 で G 法 に 比 し て 
W 法 で の 差異 出現 は 高 率 で ある . 

5) W 法 で は sm 型 菌 産生 ピオ シン の 作用 域 が la 

型 赦 の それ に 比 し て 広い 場合 が 多かっ た が , GHEE 
la 型 菌 側 で 広い 場合 と 同 程度 に み ら れ た . 


終り に 恩師 青木 義勇 名 営 教授 の 御 校 賠 て 深 計 致 し ます . 
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